
 

 

  ３・１１原発事故からもうすぐ８年・・・ 

「ホウシャノウってなに？」 

「福島の放射能はどこへいったの？」 

「どんな食べ物に気をつければいいの？」 

食品も大気も土も水も 

事故直後から放射線量を計りつづけてきた 

東大のショーズガワ先生が 

  小中学生にもわかりやすく教えてくれます。   

みんなでなんでもきいてみよう！ 

2018年 12月 9日（日） 

 14 時〜16 時 13 時半開場 

入間市産業文化ｾﾝﾀｰ B 棟 2 階研修室 AB 

参加費:前売 400 円,当日 500 円(資料代を含む) 

 
 

 

 

講 師：小豆川勝見さん（東京大学環境分析科学研究室 助教） 

共 催：「入間から発信！ずっと暮らし続けるために動く会」 

    「こどもを守る会 いるま」     

連絡先：０８０−５４５５–７２１６ 轟（とどろき） 

後 援：入間市教育委員会 

いまさら聞けない 

放射能の話 

 


